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平成17年度卒業生 139名（70．2） 48名（24．2） 11名（5．6）




老人 身障 知的 児童 復帰 社協 医療 総合 その他
平成17年度卒業生 57 6 27 6 5 2 34 2 0
平成18年度卒業生 72 10 17 6 3 7 29 4 0
平成19年度卒業生 40 1 18 6 0 6 36 7 2
本学キャリアサポートセンター資料より
表5　長野大学　福祉関係就業者の職種別就職状況（％）
介護 支援員 MSW PSW 寮父 社協 事務 その他
指導員 専門員
相談員
平成17年度卒業生 51．7 29．1 7．1 5．8 0．7 皿 4．3 1．4
平成18年度卒業生 57．7 24．9 4．0 3．3 0 2．0 4．7 3．4
平成19年度卒業生 44．0 22．0 12．5 4．0 0 』 11．9 5．6
本学キャリアサポートセンター資料より
内容を規定する固有の視点、行動原理とそこに形　　しての「介護」は「生活支援技術」として名称を
成される一定の知識ならびに技術体系が確認でき　　あらため、その対象は高齢者のみでなく、障害児
るカリキュラムが必要となる。したがって、学生　　者等も含まれ、施設、地域（在宅）、介護i予防、
の需要、すなわち卒業生の就職状況において最も　　リハビリテーション、見取り、そして家政学とし
多い「介護職員」として責任ある仕事を遂行する　　て教授されていた衣食住にかかる間接的な生活支
ことを福祉系大学が支援するとするならば、社会　　援も含まれる広範囲に及ぶものである。
福祉士養成と同じくより質の高い介護福祉士養成　　　したがって本学「介護i技術1（30時間）」は、
に取り組むほうが教育機関の責任として理解しや　　介護福祉士養成の授業時間と比較すると非常に少
すいあり方である。　　　　　　　　　　　　　　ないことも留意しておく必要がある。わずか30時
また、「介護技術」の教授時間について介護福　　間の学びで、常時介護を必要とする人への実践を
祉士養成における通知をみると、旧カリキュラム　　目的とする場合と「教育上の責任」をどのように
では、「介護技術」150時間、「形態別介護i技術」　　果たしていくべきか本稿では言及できない。でき
150時間の計300時間であり、新カリキュラムで　　れば、要介護状態にある人への実践は第一目的で
は、「生活支援技術」300時間、「介護i過程」150時　　はなく、先述の社会福祉士が出会う人びとの生活
間、「介護総合演習」120時間、他実習などを除外　　理解のための「基盤にあたる知識」としてとどめ
しても最低570時間が教育内容「支援技術」に必　　ておくほうがよいだろう。
要とされている。介護福祉士の固有の支援技術と
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るユ8。皿．科目「介護技術」位置づけと授業目標
1．科目「介護技術」の位置づけ一結論一　　　　授業目標
社会福祉教育における科目「介護技術」の位置　　（1）介護を必要とする人の立場にたって考察でき
づけについて、『提言近未来の社会福祉教育のあ　　　る。
り方について一ソーシャルワーク専門職資格の再　　（2）介護の原則をふまえた介護過程の展開につい
編成に向けて一（2008）』「社会福祉教育における　　　て考察できる。
基本的課題」を視野に入れ、第一に福祉士国家資　　（3）生活支援に必要とされる基礎的な介護i実践が
格に関連する制度と養成教育にかかる通知の検　　　できる。
討、第二に本学における科目設置の背景と位置づ　　（4）専門的な介護実践が必要とされるときには、
け、第三に受講学生の需要として本学卒業生の業　　　適切な他者へ助言を求めることができる。
種別就職状況から検討してきた。その結果、以下
のことがいえるだろう。　　　　　　　　　　　　　観点別目標
〔関心・意欲・態度の観点〕
①本学における科目「介護技術」は、社会福祉　　（1）介護iを必要とする人の心身と環境について気
教育すなわち社会福祉士養成教育において、　　　にかけることができる。
個別の資格を超えた社会福祉に関わる専門職　　（2）自立と安全に配慮した介護技術を学ぶ意欲と
の基盤にあたる部分を学習するための科目と　　　姿勢をもつ。
して位置づけられる。仮に介護福祉士養成課　　　〔知識・理解の観点〕
程における科目であるならば、それは固有の　　（1）日常生活を維持するための介護iの原則につい
内容をもつ部分にあたる。したがって、科目　　　て理解する。
「介護技術」は、介護実践を主とするのでは　　（2）基礎的介護技術の留意点について理解する。
なく介護を必要とする人の立場で思考し、推　　〔思考・判断の観点〕
測し、予測し、行動するための基礎的知識と　　（1）介護場面に応じた個別の介護について考察で
技術を習得することを目的とし、社会福祉士　　　きる。
教育体系における価値や支援技術、政策理解　　〔技能・表現の観点〕
に貢献するものである。　　　　　　　　　　（1）介護を必要とする人の立場にたち介助に対す
②本学で教授する科目「介護技術」は、教授時　　る意見を述べることができる。
間が少ないことから、教育上の責任として、　　（2）他者と役割を交代しながら基礎的介護技術を
対象とする要介護状態は一定の範囲を超えな　　　習得できる。
いものとする。すなわち常時介護iを要する人　　（3）テーマにそって他者と意見交換し学びを共有
の「心身の状況に応じた介護i」は範囲外であ　　　することができる。
り「ちょっとした手助け」の範囲が妥当であ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV．おわりに
る。隣人として必要とされる支援技術として
の基礎的介護技術である。しかし実践がとも　　　本稿では、2007（平成19）年度に、「社会福祉
なうことから、介護の原則と介護実践のプロ　　士及び介護福祉士法」が改正にともない、社会福
セス（介護過程の展開）については共通理解　　祉教育の体系を価値、支援技術、政策もって位置
とし、教授内容も実践の自己評価ができる範　　づけ、教育方およびその評価システムについて再
囲にとどまる。　　　　　　　　　　　　　　検討することが必要であるという提言（2008）を
2．科目「介護技術」の授業目標　　　　　　　　うけ、他職種固有の支援技術に特化した科目「介
以上のことをふまえ、先行報告（2006）にみる　　護技術」の本学における位置づけを明確にするこ
本学における科目「介護技術1」開講目的を大幅　　とを試みた。
に変更し、授業目標を提示するならば下記とな　　　結果として、本学における科目「介護技術」
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は、①社会福祉教育において基盤にあたる部分と　　援、成年後見、権利擁護等の新しい相談援助の業務
して位置づけられ、介護の基礎的知識と技術を習　　　も拡大してきている。こうした多様化・高度化する
得することを目的とすること、②教授時間が少な　　国民の福祉・介護二一ズに的確に対応できる質の高
いことから、教育上の責任として対象とする人の　　　い人材を育成していくために・社会福祉士及び介護
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福祉士法等の一部を改正する法律が平成19年11月に要介護状態は一定の範囲を超えないものとし、
「ちょっとした手助け」の範囲が妥当であるが、　　　国会で成立した。厚生労働省社会゜援護局（2000）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「社会福祉士及び介護福祉士養成課程における教育実践がともなうことから介護の原則と介護実践の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容等の見直しについて」より
プロセス（介護過程の展開）については共通理解　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　本稿においては、提言にもとづき、「社会福祉教
とし、教授内容は実践の自己評価ができる範囲で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　育」はソーシャルワーカー養成教育、大学において
ある・ということを提示することができた・そし　　　は社会福祉士養成教育のことをいう。
て科目「介護技術」の位置づけをもって、最後に　　5　1974（昭和49）年産業社会学部社会福祉学科発足
「介護技術1」授業目標を提示するに至った。し　　後、福祉実習科目を昭和52年度に開講、昭和62年法
かし、この試みは第一段階にすぎず目標を達成す　　　制定に伴い、昭和63年4月より社会福祉士の資格
るための授業プログラムを展開させ、評価し再検　　　コースが発足し、以後福祉教育における演習・実習
討する作業が必要である。社会福祉士が社会的要　　　の位置づけが明確になった。長野大学30年誌編纂委
請に応えるために必要とされる教育について検討　　　員会編（1997）「長野大学30年誌』学校法人長野学
し続けなければならない。隣接領域の固有の支援　　　園・177－186。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　社会福祉学習双書編集委員会（2009）『社会福祉学技術を、専門職の「基盤にあたる部分」として定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　習双書介護概論』全国社会福祉協議i会、福祉臨床シ着できるような工夫が期待されるだろう。また、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リーズ編集委員会・建部久美子編著（2007）「臨床に『提言（2008）』にもあるように、社会福祉士の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　必要な介護概論』弘文堂、澤田信子他編著（2007）
養成を超えた人材の育成、学際的研究に基づく他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『新・社会福祉士養成テキストブック12・介護概
職種連携ができるよう・社会福祉士養成教育とあ　　　論』ミネルヴァ書房、小池妙子他編著（2006）「社会
わせて・リベラル・アーツ（教養教育）としての　　　福祉選書介護概論（改訂）』建吊社、一番ケ瀬康子他
基礎教育との関連についての検討課題が残る。　　　　編（2007）『新・セミナー介護i福祉介護i概論（三訂
版）』ミネルヴァ書房他。ただし、テキスト採用につ
注・文献　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いては担当者の裁量によるので社会福祉士養成を目
1　法改正によって、介護福祉士養成にかかる科目と　　　的として使用しているかについては言及できない。
しての「介護技術」は、広範囲・広領域にわたる　　7　法改正にともない、「社会福祉援助技術…」は「相
「生活支援技術」に含まれるようになった。「生活支　　　談援助…」となった（「社会福祉士学校の設置及び運
援技術」には旧来の家政学をも含む。本学のカリキ　　　営に係る指針について」平成20年3月28日19文科高
ユラム改正でも「生活支援技術」に名称を変更され　　　第918号、厚生労働省社援発第0329002号、別表1よ
た。本学における変更について著者は関わっていな　　　り）。本稿は、執筆時に在学している学生を対象とし
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て開講されている科目をとりあげている。社団法人
2　日本学術会議社会学委員会社会福祉分科会　　　日本社会福祉士養成協会（2008）『社会福祉士養成に
（2008）『提言近未来の社会福祉教育のあり方につ　　　かかる社会福祉援助技術関連科目の教育内容及び教
いて一ソーシャルワーク専門職資格の再編成につい　　　員研修プログラムの構築に関する事業事業報告書
て一』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2007年度）』もあわせて参考にした。
3　昭和63年に法が施行されてから約20年が経過した　　8　本稿執筆時の情報であり、平成21年度から変更さ
が、福祉・介護サービスが飛躍的に増大する中で、　　　れる。
社会福祉士と介護福祉士はサービスの担い手の中心　　9　介護福祉士国家資格取得済みの編入生は履修の必
となっている。一方、介護保険制度や障害者自立支　　　要はない。
援法等の創設により、認知症高齢者に対する介護な　　10　『社会福祉援助技術現場実習指導IA・IBの手引
どの従来の身体介護にとどまらない新たな介護への　　　き2008年度版』長野大学社会福祉学部社会福祉学科
対応が必要になっているほか、サービスの利用支　　　社会福祉演習実習室参照。2009（平成21）年度入学
一81一
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生から変更予定。　　　　　　　　　　　　　　　　　　考にした。数値は資料作成時のデータであるので若
11横山孝子・高遠三和・中山和子『長野大学紀要第　　　干の変動はある。
27巻第4号（通巻105号）』（2006）75－85　　　　　　16本稿においては、卒業生の就業別職種をもとに検
12　2001年度より設置。　　　　　　　　　　　　　　　　　討することとした。在学中の社会福祉援助技術現場
13　本文においては、「福祉系大学としての専門職の教　　　　（相談援助）実習における需要も議論すべきという
育責任」と記述されているが、記述の内容から著者　　　意見もあるだろうが、日本学術会議社会学委員会社
が解釈して表記しなおした。　　　　　　　　　　　　　　会福祉分科会の『提言（2008）』が、社会福祉教育の
14　本学は、介護福祉士養成校でないため、福祉用具　　　方法およびその評価システムの再検討として、「講義
を常時保管し利用できる介護実習室は確保されてお　　　　・演習・実習を各場面で統合していく」ことを課題
らず学内での備品管理や運営協力はない。したがっ　　　としていることから、他職種固有の支援技術を実習
て6クラスの授業毎に、教室の隅に収納しているべ　　　で駆使することよりも、社会福祉固有の支援技術に
ッドやポータブルトイレ、福祉用具、消耗品を出し　　　ついて習得できる実習内容を検討する方が建設的で
入れする必要があり多大な時間とエネルギーを要す　　　ある。したがって、本稿においては実習時の需要に
る。この件については担当当初から要望書を提出し　　　ついて議論しない。
ているが、回答が得られない状況下で本科目が展開　　17　民間の福祉サービス事業者や福祉用具関連企業へ
されてきた。本学が科目「介護技術」設置を位置つ　　　の就職は企業就職としてカウントされている。
けるのであれば、授業運営にかかる課題として検討　　18　受講生が理解しやすい表現とした。受講生が主語
していかなければ運営に支障が生じてくるだろう。　　　　となる。平成21年度シラバスに学内公開している。
15長野大学キャリアサポートセンター公開資料を参
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